IHj クッキングヒーター（家庭用） 

取巧説明書 

型番 IQX 635 



〇必ずこの取お説明書をお読み I こなってから、お使い<ださい。 

〇保証書の「お買上げ曰-お買い求め巧」などの記入を必ず確かめ<ださい。 
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このたびは TEKA の IH クッキングヒーターをお買いあめいただき、有難うございます。 
この IH クッキングヒーターはいろいろな機能やちを装置を備えています。 

お使いじなる前に、製品の機能を十おじ活用するためじこの説明書をよ<お読みの上、 
正し<ご使用<ださいますよ5お願いいたします。 

^このマークの後には、「警告」「を意」 I こ関する事項び'書かれています。 
安全のために必ずお巧0いただ < 事項です。 

この説明書には製品び故障と思われる時に、お客様びご自分でトラブルを解決 
するするための点検方法び'書かれています。「故障かな？」と思われるときに 
は、はじめじこの説明書の「故障かな？と思ったら」をご覧ください。点検後 
ち正常に作動しない揚合には、そのままにして、お買い上げの販売店、または 
当社にご連絡 < ださい。 


A ご注意 

修理技術者!^ソ外の方は決してお解したり修理しないで<ださい。巧部には高圧 
電流び'流れていますので技術者外の方び'修理すると大変危険です。 


この IH の表示部 I こ表示される数字や記号 



ディスプレィ 

巧 容 

江 


調理ゾーンびスフ、準備中。 


3 

义カレべル 

乂力設定びセットされている。 

因 

保温設定 

保温状態になっています。 

因 

鍋なし感知 

鍋びこの IHI こ適していない、/」\さすぎる、また 
は鍋び調理ゾーンに正し < 置かれてレ^ない。 

圓 

ウ オー 厶アップ機能 

ウォー厶アップ機能び作動中。 

囲 

余熱警告 

調理ゾーンび熱い間点な。 

田 

チャイルド□ック 

チャイルド□ック機能び作動中。 

四 

ストップ機能 

ストップ機能び作動中。（最大10お） 

曝 

入力受巧中点滅 

スイッチ入力の受巧け中 （10 秒聞）。 

旦 

パワー加熱 

急速加熱運転中。〔最乂10お） 
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new EXPRESSION - model 10X635 


• 四辺斜めカットしたべベルエッジ仕上げ 
• ミちれびめだたないメタリックカラー強化結晶化ガラス 
• 指先で軽くなぞるだけのスライドタッチセンサースイッチ 


-チャイルド□ック機能 
-リカバリー機能 
-ストップ&ゴー機能 
-自動スフ機能 
• 煮こぼれセンサー機能 
-ウスー厶アップ機能 
• パワー機能 
• タイマー機能 
• 保温機能 


ち< じ 
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タッチセンサースイッチ(こついて . 11 
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各部のなまえと働き 



参 Sensor Display :数の表示部びセンサースイツチになっていますので表示部に軽く指を触れてください。 


• タイマースイッチセンサー兼時間表示部は2巧になっています。それぞれの巧びセンサースイッチにな 
っていますので、巧ごと I こ時間を設定できます。 

参各調理ゾーンの义力表示部の"デシマルポイント"〔小数点）び点なしている時は使巧可能が態じある 
ことをあらわしています。 









































































安全のためじ必ずお巧り < ださし、 


〇ご使用の前 I こ、この「を全上のごを意」をよ< お読みの上、正し< お使い下さい。 

〇絵表示について 

ここに示したミ主意事項は、製品を安をに正し<お使いいただ言、あなたや他の人々への危険 
や財産への損害を未然に防止するためのちのです。またを意事項は危険の大蹇さと切迫の程 
度を明示するため、誤った取りおいをした場含 I こ生じることび想定されるの容を、「警告」 
と「を意」（こ区分しています。 

レ、ずれち安を I こ関する重要な巧容ですので必ず守つて< ださい。 


表示と意巧は次のようこなっています。 


A 警告 

誤った取おいをすると、人び死 t または重傷を負5可能性び想定 
される巧容。 

A を意 

誤った取おいをすると、人び傷害を負う可能性および物的損害び 
想定される肉容。 


図記号の意味は次の通0です。 


絵表の例 


A 

运 


A 記号は、警告、を意を促す肉客びあることを告げるちのです。 

図の中(こ具体的なを意内容（左図の場合は感電を意）び'描かれています。 

〇記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。図の中やお< に具体的 
な禁止肉容（左図の場合は分解禁止）び描かれています。 

•記号は、行為を強制したり指示したりするの容を告げるちのです。図の中 
(こ具体的な禁止の容（左図の揚合は電源プラグをコンセントから巧いて<だ 
さい）び描かれています。 


お読み I こなった後は、お使いになる方がいつでち見られる所 I こ必ず保管してください。 
本体を他の人 I こ譲渡されるときは、この取お説明書を必ず添付して<ださい。 


A 警告 

揚げ物調理中はそばを離れない 

^ 油び少ない揚台などは油の温度び上びり過ぎて乂がの原因になります。 

ホ^ 〇油の量は 500 g (0.56 L ) 未満では調理しなし、。 

油の量び少ないと油の温度び上びり過ぎて乂がの原因になります。 

〇底が凸凹していたりそりがある鍋を使わない。 

温度調節機能び働かな<なり、油温度び上びり過ぎて乂がの原因じなります。 
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A 警告 

0 分解-改造-修理はしなし、 

異常動作をして乂災.感電.けび'の 
原因になります。 

修理の揚台はお買い求め巧じご相談 
<ださし、。 

Q 可燃物を近づけない 

新聞•雑誌•本-爲言んなど燃えや 
すいちのをトッププレートの上やそ 
ばに置かない。 

乂がの原因にな0ます。 

子供など取りおいに不慣れな 
方だけで使わせたり乳幼巧(こ 
触れさせない 

やけど-感電-けびの原因(こなりま 
す。 

Q 使用後は電源を切る 

乂災の原因にな0ます。 

長期ご不在時はコンセントを抜いて 
おし、て < ださし、。 

^ 高温を意ランプ表示び点な中 

A はトッププレート、その周辺 
の金属部分(こ触れない 

高温のためゆけどの原因になりま 
す、また、高温ミ主意ランプび消えて 
ちすぐ(こは触らない。 

トッププレート(こ衝撃を加え 
分ない 
禁止 

巧一ひびび 入 つたり割れた揚含は、 
そのまま使5と異常加熱や異常動作 
• 感電の原因になります。 

このような場合は、ただちに使用を 
やめ電源 ブレーカーを 「切」（こして 
修理を依頼して < ださし、。 

すき間(こピンや針金など異物 
^ を入れない 

感電-異常動作の原因になります。 

g ) 水をかけない 

ちショート•感電の原因になります。 

禁止 


A 注意 


〇 化^臓用ペースメーカーをお使 

W いの 方は、本製品のご使用に 

あたって医師とよ<ご相談< 

〇 

揚げ物調理中は油の飛び散り 

1こを意する 

ださし、 


やけどの原因になることがあります。 
鍋の肉側に水滴び巧いたまま油を入 

本製品の動作びペースメーカーに影 


れなし、。 

ffi をちえることびあります。 


油か'適温にならないうち(こ材料を入 
れない。（油温び上びっていくと、 

油び飛び散って危険です） 

調理中は顔をおづけない。 
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A を意 

宙詰やアル$遣など、なべ 

A 外のちのは置かない 

禁止 

破損したり赤熱して、けび■やけど 
の原因(こなることびあります。 

^ 調理-湯沸かし外の目的で 

^ 使むない 

乂の-やけどの原因じなることびあ 
ります。 

Q 鍋を不安定なが態にしない 

トッププレートのみちに乗り上げた 
状態で使うと、本体損傷や落下など 
じより、けび•やけどの原因になる 
ことびあります。 

^ 鍋本体や鍋の取っ手などの高 
^ 温部に触れない 

接触 

やけどの原因になることびあります。 

空だきしたり、加熱し過ぎな 

^ い 
禁止 

鍋の温度び上がり、やけどや調理物 
の発乂をする原因。 

また鍋のそり、変形、破損、トップ 
プレートの破損の原因にちなること 
びあります。 

使用後しばら<は。トッププ 
公 レートび熱くなっているため 
if 手を触れない 

やけどの原因になることびあります。 
特に鍋を降ろした直後は、トッププ 
レートが熱<なっているため、手を 
触れないで < ださい。 

金属製の調理器具、食器類、 

^ ブイフなどの金属類をトップ 
プレート上に置かない 

熱 < なった鍋に触れて金属類び'熱< 
なり、やけどの原因になることびあ 
ります。 

他の器具（ガスコン □) であ 
らかじめ加熱した油を使わな 

示化レ、 

温度制御装置び'働かず異常動作し、 

乂のの原因じなることびあります。 

鍋などの下1こ紙などを敷いて 
^ 調理をしない 

鍋の熱で紙び焦げ、乂がの原因(こな 
ることびあります。 

Q 油煙び多く出たら電源を切る 

油が高温 1 こなっているため続けて加 
熱すると発乂し、乂災の原因になる 
ことびあります。 

Q 乂気をおづけない 

感電-漏電の原因になることびあり 
ます。 

IH ヒーター下部のフ□アキャ 
^ ビネットに手入れ用具や引乂 
^ と性のちのを収納しなし、 

乂がの原因になることびあります。 

食品ゆ調味料ち入れないで下さし、。 
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安全機能について 


□ 局温を意表术 

トッププレートび'熱い間は高温ミ主意を W の表示でお知らせします。 

をての調理ゾーンで高温を意表示をしますので、どの調理ゾーンび'熱し^かびわかります。 

□ 鍋無し自動停止機能 

鍋を置かなかったり、運転中に外したりすると即時Iこ加熱を中止し、そのまま10分経過すると 
自動的(こ電源び切れます。 

□切0忘れ防止自動停止機能 

切り忘れてち最終操作後から1時間30分から6時間（乂力のレベルで変わります）が過ぎると自動 
的に電源び切れます。 

□ 温度過昇防止機能 

紗め销理や空焚きなどじより鍋底び'高温になった場合、自動で段階的Iこ乂力を下げ、異常温度で 
は加熱を停止します。 


□チャイルド□ック機能 

ポタンの操作ですベての調理ゾーンのご使用びでさなくなります。小さなお子さまびいる家庭で 
ち安化\です。 


IH 〔電磁誘導加熱）のし<み 


イメージ図 

実隙(こは磁力舞生コイルは表面から見えま 
せん。また、実際の磁力線の方向や、5ず 
電流の流れる方向はたえず変わ0ます。 


5ず電流 



トッププレート 
(セラミックプレーわ 


磁力線 
磁力発生用コイル 


IH (電磁誘導加熱）のし<み 

「IH」 とは電磁誘導加熱のこと。トッププレートの下にある磁力発生用コイルに高周渡電流 
を流すと磁力線び発生し、その磁力線び鍋を通るときIこ鍋底Iこ5ず電流び流れます。 

この5ず電流が鍋の電気挺おによって熱に変わり鍋自体が発熱します。 

















ご使用の前に 


-お願い - 

参鍋底が養いちの、そっているちのは、強乂でず熱をすると赤熱する場合があります。 

参アルミお製の簡易なフライパンの中にトウモ□コシなどの入ったインスタント-ポッポコ 
ーンなどを調理すると、振動-移動したりアルミ迫が破裂して中のバターび飛び散り乂傷 
をすることびありますのでこの IH ヒーターでは調理をしないで下さい。 

参アルミ追製の容器Iこ入ったインスタント煮込み5どんなどを調理すると、振動-移動し大 
変危睽ですのでこの IH ヒーターでは調理をしないで下さい。 

参酸の強い食品や塩素系の洗剤がついた揚合は、すぐIこみき取って<ださい。放置すると卜 
ッププレートび変色することびあります。 

※酸の強い食品•■-ジャ厶、レモンやライ厶の汁、梅を使った食品。 


- C お知らせ S ：) - 

• 使いはじめ(こ臭いび出ることびありますび異常ではありません。 

その揚含は、各 IH ヒーター(こ水を満たした鍋を置き、30分ほど加熱してください。 

臭いはな < なります。 

参鍋底面やトッププレート面に水や油び巧着したが態でお使いじなると、鍋び動いたり回転 
することびあります。 

IH で調理中(こ、 

-鍋の種類じよっては、「ブーン」や「ジー」などの巧振音びすることびあります。 
その場台は、鍋の位置をずらすか、置き直すと止まることびあります。 

小さな鍋の場合、音は止まらないことびあります。 

•スイッチを切らないで鍋を外すと「ピン」という短い金属音びすることがあります 
び、故障ではありません。 

•パワー機能 （16 ページ）をご使用できる時間は最乂約10お間です。 

時間経過後は自動的に通常の最大出力" 9" の义力(こなります。再度パワー機能をご使 
巧になる場含は、しばら<待ってからスイッチを入れ直して<ださい。 

参調理中は本体の部の温度上昇を抑えるために冷却ファンが作動します。 

ぶ却ファンはスイッチを切ってち肉部び十分にぶえるまで作動します。 

参お使いの鍋などが電磁調理器に適さない、または鍋底の直径びそれぞれの調理ゾーンに適 
した鍋より中さい場合は、！^び点巧します。 

それぞれの調理ゾーンに適 した鍋の大きさは次のページを参照 して下さし、。 
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使える鍋じついて 


IH で使える鍋 


•鍋底 I こ磁石びつく鍋 
•鉄、鉄錶物、鉄ホー□一 
•ステンレス 

磁石 I こつくもの（ち磁性/ 18-0) は普通にご使用できます。 
磁石じつかないちの（非磁性/ 18-08,18-10) で、 

鍋底び厚いちのはご使巧できなレ^場合びあります。 

•クラッド鍋（多層鍋） 

間(こ鉄やアルミを挟んでいるちので底びステンレスのちの。 
(鍋底に礎石びつくちの） 

•底び平らで、鍋底の直径び 12 cm 〜 30 cm の鍋 

- 12 cm 未満の鍋でちご使用できるちのびありますび、 
振動したり移動することびありおすすめできません。 

-まれに 100 VIH 苗の鍋は使えないことびあります。 

-鍋底中化\部(こ<ぼみびあったり、鍋中1む部に磁石びがかな 
し、材質の鍋は使えないことびあります。 


(ミ主）使える鍋でち形が、巧質により乂力び'変わります。 





底の直径12〜 30 cm 


(財）製品安を協会のマーク [ 1のある鍋をおすすめします。 


IH で使えない鍋 


•耐熱ガラス、陶磁器 化 m など) 

•銅-アルミなど鍋底に磁石がつかない鍋 
• 鍋底の直径び 12 cm 未満のちの 


•底の丸いちの（中華鍋、北京鍋など) 


• 底に3のの1^(上のソリや脚ががいているちの 
※底面びトッププレートじ密着しない鍋や底中化、 
部に< ぼみのある鍋は安を装置び正常に働かない 
場合がありますのでご使巧はおひかえくださし、。 

•鍋底 I こ礎石びつく鍋であってち、底の直径び調理 
ゾーンより大きくはみでる鍋は鍋検知装置び働し、 
て使えないことがあります。 




約 3 mmU > (上 
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火力設定のめゆす-使える鍋の大きさ-高温を意表示 


• お湯び沸騰するまでは強めの义力で、沸騰したら設定を低<して煮こぼれしないよ 
うじを意して下さい。沸騰しすぎは栄養分を損ないます。 

• 鍋底の大きさび 1 周理ゾーンと同じか、少し大きめな鍋を使って下さい。 

/」、さいと自動的に乂力び弱くなり調理に時間びかかります。 

参鍋には蓋をし、できるだけ少量の水で調理して下さい。 

電力の消費を節約できます。 


义力のめやす（参考にして下さい) 


表示 

乂力設定 

1 適した調理 

戶 

パワー（最高設定） 

大量の湯沸かし、パスタ 

目弓 

強乂で焼< 

湯沸かし、揚げ物、野菜1妙め 

18 

61 

獻める 、焼く 

ステーキ 

焼< 

軽めの□ースト 

H 5 

煮物 

多量の煮込み、蒸し物 

ことこと煮么み 

少量煮込み 

/ (? 

とろ乂（最低設定） 

バター、チヨコレート溶かし 

U 

保温 

最長120お間、60でで保温 

0 

OFF 

加熱なし 


それぞれの調理ゾーンに適した乂善さの鍋（鍋底の直径) 


左乂調理ゾーン 

直径： 270¢ 

鍋底の乂善さ 

21 cm 尸 

一30 cm 

ち前中調理ゾーン 

直径： 210¢ 

鍋底の乂乏さ 

14 cm ^ 

一23 cm 

ち奧ル調理ゾーン 

直径：145¢ 

錦!底の大きさ 

12 cm 尸 

一 16 cm 


ごを意：ルさい鍋は安きのためパワー機能び使えない場台びります。 


局湿;ま意表ル 

それぞれの調理ゾーンで調理後、鍋からの熱び'表面のトッププレートに残ります。 
熱は目 I こ見えませんのでを熱の警告として、巧分 I こ冷めるまで W で表示します。 


^ごを意 

余熱ランプが点なして 
いる間はやけどの危険 
びあります。特 I こルさ 
なお子様にはお気をつ 
け下さし、。 
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タッチセンサースイツチにつし、て 


この IH のタッチたンヴーは高感度で安定性の高い静電容量センサーを採用しています 
ので、スイツチマークに指を輕<触れるだけで素早<反麻します。 


© 

田 


田 


田 

田 


0 


田 



I P I |stop| 


スライドスイッチ 


ごを意：スライドタッチセンサーを早< 
なぞりすぎると、センサーび追ができな 
<てエラー 表示の後電源を自動的に切つ 
てしまうことびあります。 


スライドスイッチを使用し、早<簡単 I こ乂力の調節とタイマー時間の設定を行5こ 
とびできます。 

下のイラストはスライドスイッチの各位置ををタッチした時の乂カレべルを表わし 
ています。各縦ラインのまん中にタッチセンサーがありますのでこの部分に指で軽 
く触れてください。中間レベル" 5" のみライン上 I こセンヴーび'組么まれています。 


HBI . .. . II 

I I I P I | stop | 

0 1 H6 

弓 P 


パワー 


乂力 

保温 > 


スライドスイッチの奥の砕の 1 こ、乂力" 1" から乂力' 

"9\ そして保温の 10 パターン 

の乂カレべルに麻じて 1 個から 10 個の LED び横並びに点なします。 

(パワー义力設定ち 10 個点なします） 



その他のセンサースイッチ 

スライドスイッチ L ソ外のセンサースイッチは数字表示部 I こタッチセンサーび組么ま 
れていますので数字表示部の上を指で触れて < ださし、。 
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使い方（スイッチの操作方ま) 




①メインスイッチ I 面 M を指先で2秒間触れる。 

X メインスイッチのみ安をのためかし遅れて反麻するよ51こなっています。 

※短いシグブル音ととち I こをての調理ゾーンスイッチに 0 び点な、义力数字表示部の"デシマル 
ポイト"〔小数点）び点滅します。 

※タイマースイッチセンサー兼時間表示部に [ LC クリア表示）び点灯。 

③ 20秒巧に、お使いになる調理ゾーンセンサースイッチじ触れる。 

⑤スライドセンサースイッチのご希望の乂力位置にワンタッチする。 

または指巧をスライドセンサースイッチ部に触れ、指先をなぞるよ5にスライ 
ドさせてご希望の乂力位置に乂力をセットします。 

X スライドスイッチレベル表示部に义力に巧麻した数の LED び点灯します。 

④ 調理び終わったら、 

巧麻する調理ゾーンセンサースイッチに触れてから、スライドセンサースイッ 
チの" 0 : OFF " 位置に触れる。 

または、メインスイッチ I こタッチして電源を切る。 

〔この場含はすべての調理ゾーンび一斉に切れます。） 


※鍋をおろしてそのまま I こしておいた場含は10お後 I こは自動的にメイン電源び切れます。 


12 














































チャイルド□ック機含居-リカパ'リー機自旨 


チャイルド□ック機能 



a 


I^H • I 瓜 


I を Ust 叩 I 


チャイルド□ック 

/ 


は同時Iこタッチ 



この機能を使って、メインスイッチ於 
外のスイッチに触れてち受けがけな< 
することびで妾ます。 

お手入れ時に誤ってスイッチび入るの 
を防止するととちに、小さなお小さま 
のための操作防止になります。 



IJ カバ U- は" P" 
Iこタッチ 


■セットの方法 

① インスイッチセンサー \mm\ Iこ2秒間触れる。 

③パワー機能スイッチ I P I とち手前調理ゾーンのセンサースイッチを同時に触 
れた後、 ち5—度ち手前調理ゾーンのセンサースイッチだけ に触れる。 

⑤□ックマーク L びすベての調理ゾーンセンサースイッチ部に10秒間表示され、 
メインスイツチ L ソ外のをてのスイツチは触れてち反麻しな<なります。 


■ □ック解除の方法 

①メインスイッチセンサーI画 ■! Iこ2秒間触れる。 

③パワー機能スイッチ I P I とち手前調理ゾーンのセンサースイッチを同時に触 
れた後、 ち5—度パワー機能スイッチだけ Iこ触れる。 

⑤をてのセンサースイッチび操作巧能になります。 


リカバリー機旨 g 

調理中あやまってメインスイッチで電源を切ってしまった場含、切ってから6秒じ(巧で 
あれば設定した乂力やタイマー時間を復元、調理を続けることびできます。 

①^インスイッチセンサーI面 ■! Iこ2秒間触れる。 

③復元可能な揚含パワー機能スイッチの奥側Iこある LED び'点滅しますので 、6 pm 
のにパワー機能スイッチ I P I (こ触れることで復元します。 
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ストップ機能-自動スフ機能-煮こぼれセンサー機能 


ストップ機能 



この機能を使って調理を一時中断する 
ことびで善ます。 

例えば、大事な調理中に電話やインタ 
ーフスンび鳴った場台に加熱を一時中 
断したい揚ちじ便利です。 

ただし、安全のため中断時間は最大10 
分間で、復帰させない揚含は10分後に 
自動的に電源び切れます。 


①調理中にストップ磯能スイッチ |stop| に触れると、をての調理ゾーンのセンサ 
ースイッチ部に中断マーク//び'表示され、ストップ機能スイッチの奥のストッ 
プ機能作動中表示 LED び点灯し、加熱とタイマーを一時停止します。 


③用事が済んだらストップ機能スイッチ |stop| に触れた後、10秒肉（その間はス 
トップ機能作動中表示 LED び点滅）にストップ機能スイッチ外のいずれかのセ 
ンヴースイッチに触れることで調理とタイマーを再開します。10秒じ(のにし、ず 
れかのセンサースイッチに触れないと自動的に電源び'切れてしまいます。 


自動スフ機能 


ちしうっかりスイッチを切り忘れてち、乂力Iこ麻じた 
時間び経過すると自動的Iこ電源び切れ、シグカレ音と 
とちIこ W (調理ゾーンび熱い間）または0び表示さ 
れます。 


煮こぼれセンヴー機能 

タッチセンサースイッチ部び鍋または煮こぼれなどで覆われた揚含、シグブル音と 
とちに、左乂調理ゾーンとち前中調理ゾーンの乂力表示部に f - ►厂 （ER) び表示され 
自動的に加熱を中止し電源をオフにします。 

ごを意： 

覆われる物の巧質や乂きさじよっては反麻しない揚合や、シグナル音のみでエラー表示せずに直ち I こ電 
源を切ってしまうことびあります。 


义カレべル 

自動スフ時間 

1〜2 

6時間 

3- 

一4 

5時間 

5 

4時間 

6- 

-9 

1時間30お 
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ウスー厶アツプ機能 



焦げ巧きやすい料理ゆ、少量の料理などあま 
〇乂力を強 < した < ない調理Iこ使用します。 
をたい鍋でゆつ< り調理するよりち、鍋は強 
义ですばや<加熱したほ5び料理仕上びりび 
良<なるといわれています。このよラIこ始め 
は最強乂力でその後普通の义力で、とい5— 
連の义力調節を自動で巧ラ機能です。 

始めの最強乂力加熱時間はその後の乂力に麻 
じて下の表のよラ(こあらかじめ理想時間び決 
めてあ0ます。 


①鍋をのせてからメインスイッチI面 ■ を入れる。 

⑤20秒]^乂のじ、お使いになる調理ゾーンセンサースイッチIこ触れる。 


④ スライドセンサースイッチの乂力9の位置Iこワンタッチ、または指先をスライ 
ドセンサー上をなぞるようにスライドさせて9にセットします。 

⑤ 指を離してもう一度スライドセンサースイッチの9の位置（スライドスイッチ 
レベル LED 表示のち端の手前）Iこ触れる、シグブル音ととちに巧麻する調理ゾー 
ンの表示部に9と 巧 び交豆に表示されます。 


⑥スライドセンサースイッチてご希望の乂カレべルじさげて下さい。 

ウスー厶アップ時間経過後は設定された継続乂カレべルを表示し連続加熱にな 
ります。調理び終わったら、メインスイッチなどで電源を切る。 


ウスー厶アップ調理を開始してから10秒経過すると 
スライドスイッチレベルのに D び消灯します。消な 
後は継続义力の設定を変更することびできます。 

継続乂力を変更するIこは調理ゾーン選択スイッチに 
触れてから、巧と义カレベルの数字び交豆の点灯し 
ているのを確認した後、スライドセンサースイッチ 
で乂カレべルを変更して下さし、。 

乂力を変更した揚合はウスー厶アップの残り時間び 
変わ0ます。例えば、継続乂カレべルを" 4" から" 
7" に変更し、スタートからすでに2分経過している 
揚合は残0時間は48秒とな0ます。 

C 火力" 7" のウスー厶アップ時間： 2お48砂一経過 
時間： 2分= 48秒） 


ウスー厶アップ調理中に鍋をおろした揚含はウスー 
_ _ ムアップ時間は中断し、再度のせることで再開され 

6ぉ娜 時間 ま弓。 


义カレべルウスー厶アップ時間 


1 

48秒 


2 

2お24秒 


3 

3分48秒 


4 

5か2秒 


5 

6分48秒 


6 

2お00秒 


7 

2分48砂 


8 

3分％秒 


9 

- 

9- 


例： 



はじめは" 9" の火力で、 

_ 


6分が秒後に自動的に "5 

R - 


"の火力に変わる。 
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ノの一機能篇速加熱機能) 



この機能は通常の最大乂力巧"をさ 
らに30%〜40%火カアツプする機能 
で、大量の水を早< 沸騰させたい揚 
合に便利です。 

ただし、10分後には通常の最大义力 
I こ自動的に戻ります。 


①お使いになる調理ゾーンのマークの中齡に鍋をのせる。 

③メインスイッチセンヴー I 面》に2秒間触れる。 

③ 20秒巧に、お使いになる調理ゾーンセンサースイッチ(こ触れる。 

④ スライドセンサースイッチの横にある P のセンサースイッチに触れて下さい。 
調理ゾーンセンサースイッチ部 I こ P び'表示され、パワー乂力になります。 

パワー機能は全ての調理ゾーンに備わっています。ただし、電力制限機能により同時に 
ノ\°ワー機能び使えるのは2つまでで、特にち側の2つの調理ゾーンは同樹こ/\°ワー义力に 
することはできません。それぞれ次のように火力び自動的(こ調整されます。 

■ む奥の小調理ゾーンをパワー乂力で使った場合は 

- ち前中調理ゾーンは最ブ: "6" までの火力に自動制限されます。 

■ ち前の中調理ゾーンをパワー乂力で使った揚合は 

一ち奥小調理ゾーンは最乂 "8" までの火力に自動制限されます。 


※早く沸騰しますので、煮こぼれじごを意下さい。 

Xパワー機能とウォー厶アップ機能 （15 ぺータは同時に使うことはできません。操作を間違ってウォー厶 
アップ機能 I こ入ってしまった揚含（巧の表示び出ます）は、ベインスイッチで電源を一旦切ってから、再 
度パワー機能をセツトし直して下さし、。 
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自動スイッチオフタイマー 


タイマースイツチセンサー 
兼時間表示部 



IKH . I 化 • I I 1 I I I I 


田 


I P I |stop| 


自動スイッチスフタイマ 
一機能ではをての調理ゾ 
ーンとち別々に1分から期 
分の間で調理時間をセッ 
卜で言ます。 

左図は左大調理ゾーンを 
使巧して乂力 "6" でタイ 
マー時間"15巧"をセット 
した揚台の表示例です。 


①メインスイッチセンサー irai (こ2秒間触れる。 


②タイマースイッチセンサー兼時間表示部に 〔L (クリア表示）が点灯、お使いに 
なる調理ゾーンスイッチに触れてから乂力をセツトする。 


③乂力をセット後、タイマースイッ 
チセンサー兼時間表示部の一巧目 " L " し; 

I こ指巧でタッチする。 


ち調理ゾーンを示すタイマー 
設定中の表示び'点滅し一巧目 
I こマイブス記号び'表示。 


④指でスライドスイッチマーク5番目 
の位置にタッチして" 5" を表示させる。 

9おのの時間で設定する場合はここ 
で終わりです。10秒後 I こ点滅び終わり 
タイマーびスタートします。 



一巧目点滅の後、二巧目にマ 
イナス記号表示。 

Xタイマー設定中の表示び点滅中 
(10 秒間）は設定時間の変更やキヤ 
ンセル（設定を"0IIにする）びでき 
ます。 


⑤タイマースイッチのこ巧目にマイ 
ブス記号が表示されたら二が目 I こタッ 
チすると" 0" を表示します。 



⑥指でスライドスイッチマーク1番目 
の位置にタッチして "1" を表示させる。 



二が目点滅中に時間をセット 
する。点滅が終わったらタイ 
マーびスタートします。 


参他の調理ゾーンち同時にタイマー設定されている揚合、巧麻する調理ゾーンのスイッチにタッチするこ 
とで数秒聞残0時間を確かめることびできます。 

• 設定時間び経過すると加熱を止め、シグナル音ととちにはじめの状態(こちどり、そのままでは10秒後に 
すべての表示ろ《消えます。 

参シグブル音はいずれかのスイッチにタッチすることで停止しますび、そのままでち2分後には自動的に 
シグナル音は停止します。 





























エッグタイマ—（カウントダウンタイマー）.保温機能 


エッグタイマー〔カウントダウンタイマー ) 



自動電源スフを伴わないで、 

1分〜99おの聞でストップウス 
ツチのように使えます。 


① インスイッチセンサー IKH じ2秒間触れる。 

③ タイマースイッチセンサー兼時間表示部 I こ〔クリア表示）が点灯しますので 
20 秒 L ソ巧に、同スイッチの一お目 L I こタッチする。 

⑤ スライドスイッチに触れてご希望時間の一巧目をセットする。 

9分巧の時間を設定する揚含はここで終わりです。10秒後に点滅び'終わりタイ 
マーびスタートします。 

④ タイマーの二が目 I こマイブス記号び'表示されたら二が目 I こタッチする。 

⑥ スライドスイッチに触れてご希望時間の二巧目をセットする。 

10 砂後 I こ点滅び終わりタイマーびスタートします。 

⑥設定時間び経過するとシグブル音びなります。シグカレ音はいずれかのスイッチに 
タツチすることで停止しますび'、そのままでち 2 お後には自動的 I こ停止します。 


保温機能 C60 で最長120分） 

調理後鍋を保温しておきたいときIこ便利な機能。 

はにめIこ鍋底の温度を自動的に計測し、鍋底の温度び60で1^ソ下の揚含は60でを保つよう 
じ中乂で自動的に再加熱、最長2時間の間保温します。 

調理び'終わった後、スライドセンサースイッチの保温スイッチ•とに触れる。調理 
ゾーンセンサースイッチの表示部に保温中のマーク U び'表示され、保温加熱に入り 
ます。 


ご注意： 60で保温の揚合、通常は余熱警告表示 W は点灯しません。 
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お手入れについて 

A ご主意 

〇トッププレートび熱いうちに洗剤スプレーを吹きかけないで下さい。 

洗剤成分び固まってあとび残り、取れにくくなることびあります。。 

〇磨き砂、ラビング•コンパウンドでお手入れしないで下さし、。 

〇オーブン-クリープーなど強力な洗剤は使用しないで下さい。 

〇油しみ、こぼれた貪巧びついたまま加熱すると煙、乂がを起こすことびあります。 
醬油、砂糖などびついたまま加熱すると固まってトッププレートが破損すること 
びあ0ます。必ず巧き取ってご使巧下さい。 


海綿がのスポンジ 
び適しています。 



ちれの程度 

お手入れのしかた 

お手入れ用具 

軽いミちれ 

お湯に浸したタオルでみき取ってください。 

普通のスポンジ 

軽 < 焼き固まったミちれ 

巧れた場所をお湯Iこ浸したタオルで湿らせ、 
スポンジなどでこすりとってくださし、。 

普通のスポンジ 

リングがに焼き固まっ 
たミちれ 

ミちれ部に軽くお酢をみりかけ、しばらくしてか 
ら湿った柔らかい巧でみき取って<ださい。 
仕上げIこセラミック-クリープーで表面を磨言 
乾いた巧でみき取って < ださし、。 

セラ5ック-クリ 
-ブー 

固<焼き固まったひ 
どいミちれやプラスチ 
ックび落けた固ま0 
鍋の跡など 

ミちれ部Iこ軽くお酢をみりかけ、しばらくしてか 
らスクレーパーで軽く削り取ってください。 
その後、丸めたアルミホイルにセラミック•ク 
リーブーを巧け、ミちれ部をこすってくださし、。 
仕上げIこ柔らかい巧でクリープーをみき取って 
ください。 

スクレーパーとセ 
ラ5ック.クリー 
ブー 
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故障かな？と思ったら 


^ 症が 

調ぺるところ 

処置方法 

ヒーターび入らない 
スイッチを押してち何ち反麻 
しない。ランプち好かない。 

電源スイッチ、ブレーカーび 
「切」 I こなっていませんか。 

電源スイッチ、ブレーカーを 
「入」（こする。 

電源び1 00 V ではありませんか 

電源を 200 VI こ変更する。 


コンセントび抜けていません 
か。 

コンセントを入れる。 


チャイルド□ック(こなってレ、 
ませんか。 

チャイルド□ックを解除して 
下さい。 （13 ぺージ） 

y び点滅して加熱しない。 

使巧できない鍋を使っていま 
せんか。 

使える鍋をトッププレートに 
正し < 置<。 

調理中、「ブーン」という音 
や「ジー」という音びする。 

鍋の種類によっては音びする 
場台びあります。 

鍋底びぬれていてち音びしま 
す。 

異常ではありません。 

そのままお使い<ださい（鍋 
の位置をずらすか置妾直すと 
止まることびあります） 

使巧中やスイッチを切ったあ 
とち運転音びする。 

本体肉部の温度を下げるため 
のを却ファンび回っています。 

異常ではありません。 

本体巧部の温度び一定の温度 
まで下びれば止まります。 

も？を表示して加熱しない。 

空焼きなどで過熱保護装置び 
作動しました。 

プレートびをめてからスイッ 
チを入れ直して下さし、。 

E 广03 び点滅してシグブル 
音びする 。 （ER 03) 

煮こぼれや、センサースイッ 
チの上に巧などび'かぷってい 
ませんか。 

煮こ(まれを拭き取って、スイ 
ッチを入れ直して下さい。 

(14 ぺージ） 

£广5 を表示してスイッチ 
び入らない 。 (ER 5) 

巧部ヒューブ切れまたは電源 
異常の巧能性びあ0ます。 

タッチスイッチ部び十分 I こを 
めてからブレーカーを入れ直 
して下さい。それでち復帰し 
ない場合は販売店または当な 
(こ修理を依頼して下さし、。 

J 

fT (? /を表示してスイッチ 
び入らない。 （ ER 21) 

タッチスイッチ部の上に熱い 
鍋をのせませんでしたか。 


その他： 

参トッププレートび割れてしまった揚合はトッププレートを交換しなければなりません。 
コンセントを抜いてお買い求めの販売店または当な(こご連絡下さい。 


参パワー機能のスイッチが入らない、または数分で切れてしまう場台は IH コン□巧のを却巧換 
気び不十おな可能性びあります。販壳店にご相談<ださし、。 


上をお調べになって、それでち不具合びあるとき 
は使巧を中止し、必ず専用ブレーカーを「切」じし 
て<ださい。そしてお買い上げの販売店じご連絡く 
ださし、。 


ご連絡いただきたい肉容 
1•品名テカ- 3 niH コン □ 

2. 形名 IQX 635 

3. 据え付け曰 

4. 故障のが況（できるだけ詳し <) 
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保証とアフターヴービス 



保証書について 保証書は、販売店または指をヴービス店び所定の事項を記入の上お渡ししま 
す。その際、必ず「据付曰、販売店ち」等び記入されていることをご確認の 
上、記載肉容をよ<お読みになり、大切に保管して<だい。 

• 保証期間は、据え付け曰から1年間です。 


修理(こついて 修理サービスを依頼される前に前ページの『故障かな？と思ったら J をお読 

みになり、ちう一度ご確認ください。ご確認になって、なお異常びある揚合 
は決してご自分で修理なさらず、必ず販売店ちし<はサービス店にご連絡< 
ださし、。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載の客に基づき、無料で修理いたします。 

• 保証期間経過後の修理 

修理にぶ0製品の機能が維持、回復できる揚合には、ご要望にぶり有料 
で修理いたします。 

• 補修用性能部品の最恆保ち期間は製造巧切後6年です。 

* 性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


仕様 


電 源 

単相 200 V (50/60 HZ 巧巧） 

定格消費電力 

5.8 kW X 

乂きさ 

幅600 mm X 奥行510 mm X 高さ52 mm 

質量〔重さ） 

11.9 kg 

乂力調節 

9段階+パワー加熱機能 

左乂ヒーター 270¢ 2.2 kW 〔パワー加熱使用時 2.7 kW ) 

調理ゾーン 

も奧ルヒーター145¢ 1.2 kW 〔パワー加熱使用時 1.5 kW ) 

ち前中ヒーター210¢ 1.9 kW (パワー加熱使用時 2.5 kW ) 

作動時周渡数 

21 kHz から 60 kHz 


※左コン□パワー機能使用時使巧時 (2.7 kW ) にち奥コン□とち前コン□同時（両コン□同時使用時 
は合計最乂 3.1 kW に自動調整）使巧時。 
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口 

愛情点検 


長年ご使用のクツカーの点検を！ 

ご使用の際、 

このぶ5なことはあ0ませんか 

参スイツチを入れてちときどき運転しない時びある 
♦本体び変形していたり、異常【こ熱い 
参セラミックプレートび破損した 
参こげくさい臭いびする 
参さわるとピリピリ電気を感じる 
参その他の異常や故障がある 


• 使巧を中止して < ださい • 

このよ5な揚台は事故防止のためスイツチを切 
り、コンセントからプラグをあいて、必ずお巧 
めの販売店に点検•修理をご相談<ださい。ご 
自分での修理は絶巧になさらないで < ださし、。 


製造元 



leica 


KUCHENTECHNIK 


TEKA Kiichentechnik GMBH 
テカキッチンテクニック 


Sechsheldener Strabe 122 35708 Haiger 
Germany 

o 0 27 71/8141-0 
FAX 0 27 71 / 8141 - 10 


輸入*販売元 

メジャー. アプライアンス株式会な 

干 470-1 121 愛知県豊明市西 J 11 面島原 1 4-7 
巧 0562-93-1878 FAX 0562-92-9746 

Major Appliance, me 
14-4, Shimabara ， Nishigawa-cho, 
Toyoake-shi, Aichi, 470-1121，Japan 


©Major Appliance , inc . (乂ジャー • アプライアンス株巧会な） 







